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Abstract
The purpose of this study is to clarify what kind of behavior students are self-analyzing and evaluating in research
activities aimed at solving regional issues. Specifically, we have students perform the following activities: ① Students
set research themes related to regional issues② Develop game activities that can achieve the research③ In the practice
of local activities, achieve the purpose of the set research④ Summarize the research results. We analyzed the students'
sheet of looking back for these activities. As a result, it was shown that students have different viewpoints of self-
evaluation, and the evaluation targets are completely different. Therefore, it was suggested that simply providing ad-
vice and assistance for the purpose assumed by the teacher may not provide an educational effect that leads to the
individual goals of each student.
要旨
本研究では, 地域課題解決を目指した研究活動において, 学生たちは自らのどのような行動を自己分析して評価している
のかを明らかにすることを目的とする. 具体的に, ①学生たちが地域課題に関する研究テーマを設定し, ②その研究を達成
できるようなゲーム・アクティビティを開発し, ③地域活動の中で設定した研究の目的を達成し, ④研究の成果をまとめる
という活動を行わせた. これらの活動に対し, 学生たちの振り返りシートを分析した. 結果, 学生の持っている自己評価の










になった (p. 55)｣ と述べている. 初年次教育は, 入学
前教育と異なり, 高等教育の中に組み込まれているため,
上記のことも踏まえつつ, 高等教育で求められることを









求する初年次教育として, 牧野ら (2019) の実践がある.





学ぶことができた (p. 132)｣ とまとめている.
初年次教育ではないが, 地方創生の中心となる ｢ひと｣
の地方への集積を目的とした, ｢地 (知) の拠点整備事
業 (大学 COC事業)｣ 及び ｢地 (知) の拠点大学によ
る地方創生推進事業 (COC+)｣ により, 地域とその課
題を軸とした研究が進められている.
たとえば, 荒樋・稲村 (2019) は, COC+に基づいた
授業として, ①地域の事前学習, ②地域の聞き取り取材,
③取材の結果まとめとポスター作り, ④発表を行ってい
る. この一連の流れにより, 教育的効果として, 地域へ
の関心の向上, 地域づくりへの様々なアプローチの方法
に気づく, 参加意欲の向上などが挙げられている.




































させる. その上で, 毎回の活動の後に, 自らの活動を振








ついて加藤・藤田 (2019) は, ｢初年次教育科目の中で,


















本研究は, 社会福祉学部 1年生のゼミ (科目名：総合
演習 以下, 総合演習) を受講する 20 名を対象に行う.












一部, 省察 ｢無｣ とあるが, これは, 他の項目と合わ
せて考えていたり, 研究目的から外れていたりするため,
省察を研究の対象から省略したものである. 具体的に,
活動内容の ｢教材の開発｣ は, 自分 1人で考えるだけで
なく, 実際にグループ内で実施するところまでを一つで








活動内容 内 容 時間 省察
教材の開発 地域の課題を設定し, それらが解決できるようなゲームを各学生一人一人が考える. 夏季休業中 無
教材の評価
各学生が考えてきたゲームを, 課題がよく似た学生同士で作ったグループ内で実施する. 終
わったグループからメンバーを入れ替え, 他の課題に関するゲームも行う. このとき, 様々
なアドバイスを本人に伝える.
2 コマ 有
教材の改良 活動 ｢教材の評価｣ の際に得たアドバイスを元に自分のゲームを改良する. 1 コマ 有
研究のテーマ




研究チーム毎に, 誰のゲームを利用するか, もっと改良できないかを考え, 実習ができるよ
うに準備を行う.
2 コマ 無















者となっている. 澤 (2019) は, ｢世代間ソーシャルス
キルの必要性と, 大学がその機会をつくることが重要
(p. 9)｣ と述べており, 福祉の専門職を目指す本学の学
生に対して適している対象と言える. 本研究においては,
教材を開発してから研究としてまとめるまでを対象とし





SABCをそれぞれ 95 点, 85 点, 75 点, 65 点とすると,
表 2のようになった.
つまり, 自己評価の平均点も, 標準偏差も最も高かっ
たのが活動内容の ｢実習本番｣ であった. 逆に, 自己評
価の平均点も標準偏差も最も低かったのが活動内容の
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図 2 各項目の SABC分布
平均点 平均点順位 標準偏差 標準偏差順位
教材の評価 82.3 3 9.29 4
教材の改良 84.0 2 9.43 3
研究のテーマ 81.7 5 8.16 5
実 習 本 番 85.0 1 10.61 1
研究のまとめ 82.2 4 9.89 2
表 2 各項目の平均点と標準偏差
項目 形容詞 名 詞 動 詞
教材の
評価
楽しい 攻略法, プレイ, 共有
付く, 感じる, つく, 着く, 楽しめる,
遊べる, 使える, 出来る, 養う, 取り組




赤, 入れ, 修正, 丁寧, 確認, 先生, 判断, 清書, 状態, 説明書,
赤ペン先生, 指示, 日本語, 具体, ペン, 思い切り, 的確
読む, 入れる, 書ける, 認める, 思う,





Award, 活動, 発言, 大変
ふくす, 照らす, 沿う, からめる,





地域, 会話, 対応, 臨機応変, コミュニケーション, 参加者,
行動, 居場所, 万全, 実行, プラス, づくり, 笑顔, 想い,
スムーズ, 効果, 今回, 上手, 実演, 悪い
盛り上げる, とる, 聞き出せる, くれる,




文章, エントリー, 明確, 今後, 文字, 作成, 簡潔, 制限, 構成,
貢献, 以内, それら, タイトル, 納得, スライド, 把握, 課題,
文字数, 工夫, 手段, 作品, 引用, 提出, 完璧, 要約,






尚, 引用文は, 誤字脱字の修正を行ったり, 太字を用い
てテキストマイニングで出てきた品詞を際立たせたりし
ている.
第 1項 ｢教材の評価｣ における理想
活動内容 ｢教材の評価｣ にのみ含まれていた品詞の中
で出てきた, ｢攻略法｣ ｢つく｣ ｢着く｣ ｢養う｣ ｢付く｣



















第 2項 ｢教材の修正｣ における理想
活動内容 ｢教材の修正｣ にのみ含まれていた品詞の中




る｣ がある. これらは, 相手が開発したゲームやその説
明に対してのアドバイスを行う内容から来ていた. また,
｢修正｣ ｢丁寧｣ ｢日本語｣ ｢的確｣ といった言葉が含まれ
ていた文章には, ｢自分の改善点を知り清書の際に修正
することができた｣ や ｢どんな人でも理解できるように







第 3項 ｢研究のテーマ｣ における理想
活動内容 ｢研究のテーマ｣ にのみ含まれていた品詞の





を決める｣ があった. これらは, 研究の流れに沿ったテー
マ設定を行うことに関する内容から来ていた. また,





あった. また, ｢照らす｣ といった言葉が含まれていた
文章には, ｢話し合いに参加し, 意見を言って, 他の人













第 4項 ｢実習本番｣ における理想
活動内容 ｢実習本番｣ にのみ含まれていた品詞の中で
出てきた, ｢会話｣ ｢コミュニケーション｣ ｢参加者｣ ｢居
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場所｣ ｢笑顔｣ ｢盛り上げる｣ といった言葉が含まれてい
た文章には, ｢しっかりコミュニケーションをとること
ができ, 上手にゲームを進めることができた｣ や ｢ルー
ル説明の時, 自分たちで実演, 打ち合わせをしっかりやっ
て, 会話を盛り上げることができた｣ があった. これら
は, 地域住民との関わりに関する内容から来ていた. ま
た, ｢対応｣ ｢臨機応変｣ ｢スムーズ｣ ｢悪い｣ といった言
葉が含まれた文章には, ｢自分のことだけでなく相手の
ことも聞き, 臨機応変に対応ができた｣ や ｢当日, スムー
ズに動けるように各自の動きをしっかり把握することが
できた｣ があった. これらは, 自分たちが場を動かす上
で, 思い通りにならないことがあったりしたときの対応


















第 5項 ｢研究のまとめ｣ における理想
活動内容 ｢研究のまとめ｣ にのみ含まれていた品詞の
中で出てきた, ｢文章｣ ｢作成｣ ｢構成｣ ｢以内｣ ｢制限｣
｢文字｣ ｢要点｣ といった言葉が含まれた文章には, ｢実
習内容をまとめ, 構成に当てはめパワポをつくることが
できる｣ や ｢100 文字の紹介文はパワーポイントの内容
を要約する｣ があった. これらは, 自分たちが行ってき
たことをコンテストの仕様に合わせてどう表現するのか
に関わる内容であった. ｢貢献｣ ｢納得｣ ｢完璧｣ といっ
た言葉が含まれた文章には, ｢良い文章を作るために貢
献できた｣ や ｢積極的に意見を出し合い, 最終的に納得
のできる紹介文タイトルを考えることができた｣ があっ
た. これらは, まとめる上で, どのような役回りが出来
たのかに関するものである. ｢課題｣ ｢手段｣ ｢引用｣ と
いった言葉が含まれた文章には, ｢情報引用のもとを明
確に記し, 見やすいレイアウトのものを作成することが










｢教材の評価｣ や ｢研究のテーマ｣ ｢実習の本番｣ にお
いては, 学生個人が目指すその目標によって, 自己評価
に大きな差が生まれることが分かった. たとえば ｢教材





は, 評価が低くなる. 逆に, 学びが全くないものを作っ
ていたとしても, それが楽しいものだと判断した場合に
は, 評価が高くなる. その結果, 楽しく学びあるものを
作ろうとしていた目標の高い学生は, 必然的に自己評価










る. 具体的に, 相手に対して思いやり (もっと良くなっ
てほしいという気持ち) を持ってしっかりと赤入れを行っ
たのか, それとも, 思いやり (赤が多いとかわいそうと
いう気持ち) があって赤入れができなかったのかが評価
















た. 流れとしては, 教材を開発し, それをお互いに評価,
修正し, 研究のテーマを設定し, テーマに沿ってチーム
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